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大村市政だより

o 
11月上旬号 (552号〉 昭和43年11月1日

口昭和33年4月22日第三種郵便物認可口毎月3回1日・10日・20日発行口定価1部5円
口発行所大村市役所口編集人総務課長菊池綱昌口印刷所 合同印刷所

人口の動き

9月末現在 前月比

人口 56.303 十84
(男 27.097十40

女 29.206 十44
世帯数 13.624十21

郵便番号 856 

n月を和名でグし もつきグといL、ます。古文

書にも多くこのことぼが出ているところからこ

の呼び名はかなり古くから使われていました。

=さて今月のこよみは=

3日は文化の日、こ の日にふさわ しい行事が

各地でおこなわれることでしょう。 7日は立冬

こよみの上で冬がくると、もう 寒 さがかけ足

でやってきます。 15日は七五三、 晴れ着姿の子

供 がお宮参する風景は、 ほほえましいものです

23日は勤労感謝の目、 1日をゆっく り意義の

ある日に したいものです。 26日からは秋の火災

予防運動がは じまります。とも あれ11月は師走

の前の月で、なにかと気ぜわしい月です。

写真 く鈴田陰平にて>

農家のみなさんは、稲かり、つづいて麦っ

くり、そして秋野菜のとり入れと、ここ当分

一年中でいちばん忙がしい時季。健康管理に

は十分意をくば りましよう。

- 11月のこよみ一

1日狩 猟解禁 1 5日七 五三 の 柄

2日大村まつり 2 Qo日 交通 安全日

3日文化の臼 2 3日 勤労 感謝の日

2 6日 秋の火災予防

1 1日 世界平和記念日 運動始ま る
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例
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

は
、
食
中
毒
や
赤
痢
な
ど
伝

染
病
が
多
い
季
節
で
す
。

こ
の
予
防
対
策
の
一

環
と

し
て
、

市
で
は
十
「
月
を
食

器
や
食
品
の
保
管
器
な
ど
の

一
斉
消
毒
期
間
に
定
め
ま
し

の

。

八

〉

八

〉

清
潔
な
食
品
の
管
理
を
八

v
o
o

大村市政だよ

た。
最
近
、
冷
蔵
庫
の
普
及
に

と
も
な
っ
て
、
食
品
の
保
管

に
は
冷
蔵
庫
を
過
信
し
が
ち

で
す
が
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん

危
険
な
こ
と
で
、
食
中
毒
の

原
因
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

前10時30分から三城忠霊塔においてしめや

三1111111111111111川IIU 秋の長崎県殉国者慰霊祭 lllIIIlIIlIIlII1U

秋の長崎県殉国者慰霊祭が、 10月20日午

体
育
功
労
者
な
ど
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

かにおこなわれました。当日は県内各地か

らの遺族など約7，000人の関係者が参列し

市
民
球
技
大
会
開
会
式
に

お
い
て
、
市
の
体
育
功
労
者

な
ど
が
つ
ぎ
の
と
お
り
表
彰

マ
社
会
体
育
優
良
団
体

鈴
団
地
区
社
会
体
育
振
興

会、

萱
瀬
体
育
振
興
会

ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
赤

痢
菌
は
、
と
く
に
低
温
に
強

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
家
庭
で
は
、
こ
の
一

斉

消
毒
月
間
に
、
食
器
や
食
品

保
管
器
の
清
掃
、
消
毒
を
徹

5万8千余柱のめい福を祈りました。

マ
体
育
功
労
者

南

時

夫

(

相

撲

)

マ
ス
ポ
ー
ツ
賞

向
陽
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ

!

ム

犬

村
園
芸
高
校

男
子
お
よ
び
女
子
ク
ル

l

(
以
上
そ
れ
ぞ
れ
の
九
州

大
会
に
お
い
て
優
勝
ま
た

市
民
球
技
大
会
終
了

市
内
各
地
区
代
表
に
よ
り

技
を
き
そ
う
市
民
球
技
市
大

会
が
、
十
月
十
=
百
午
前
十

時
か
ら
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

十
チ
!
ム
参
加
し
て
市
営
球

場
と
補
助
グ
ラ
シ
ド
で
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
九
テ

i
ム
が

参
加
し
て
旧
玖
島
中
大
村
校

舎
跡
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ

底
す
る
と
と
も
に
、
つ

ね
日

頃
も
こ
の
こ
と
に
心
が
け
、

清
潔
な
食
品
管
理
に
上
っ
て

食
中
毒
や
赤
痢
な
ど
の
伝
染

病
の
発
生
を
追
放
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
殺
菌
泊
毒
剤

(
価
格
百
円
)
を
必
要
な
家
庭

に
は
大
村
市
衛
生
組
織
連
合

会
が
斡
旋
し
ま
す
の
で
、
各

町
内
ご
と
に
と
り
ま
と
め
衛

生
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

は
準
優
勝
そ
の
他
)

吉
田
豊
樹
(
全
日
本
高

校
選
手
権
大
会
百
十
米
障

害
に
優
勝
そ
の
他
)

中
島
泰
二

(

全

日

本
実

業
団
パ
ト
ミ
シ
ト
ン
大
会

V
シ
グ
ル
ス
に
優
勝
そ
の

他
)

そ
れ
ぞ
れ
地
区
代
表
同
志
に

ふ
さ
わ
し
い
熱
戦
を
く
り
ひ

ろ
げ
ま
し
た
が
、

最
終
成
績

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
し
た
。

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

昭
和
通

2
1
0上
久
原

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
位
三
浦
溝
陸

二
位
萱

瀬
荒
瀬
三
位
福
重
立
福

寺

松尾医院 |玖島町
3 中村医院 春日町 電 2733 

日 佐藤医院 杭出津 電 30 7 0 
原 医院 竹松 電 84 2 7 

貞松整形 東本町 電 26 0 2 
10 海浜医 1 院 栄 町 電 3211 

日 中島医院 向陽町 電 38 7 5 

田中 (権)医院 原 日 電 8タ60 

寺井医院 玖島問 電 35 74 
17 野口医院 並松 電 23 3 9 

日 牟田整形 乾馬場 電 4501 

長崎屋院 寿古 電 86 1 5 

近藤医院
24 岩崎眼科 本町 電 34 35 

日 松~医院 乾馬場 電 29 4 3 

橋口医院 原口 需 87 3 9 
‘ 岨

11月の日曜当直医盛

況

だ

っ

た

口

口

口

1
1明
治
百
年
記
念
文
化
財
展
示
会

1
1

明
治
百
年
を
記
念
し
て
市

内
の
有
形
文
化
財
、
民
俗
資

口

料
、
美
術
工
芸
品
な
ど
五
百

余
点
を
出
品
じ
た
明
治
百
年

記
念
文
化
財
展
示
会
が
、
十

月
二
十
三
日
か
ら
五
日
間
中

央
公
民
舘
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
h

当
時
の
風
俗
や
美
術

-工
芸
な
ど
を
し
の
ぶ
に

ふ
さ

わ
し
い
逸
品
、

珍
品
が
多
数

展
示
さ
れ
、
入
場
者
も

一
つ

一つ
熱
心
に
観
賞
す
る
姿
も

あ
ち
こ
ち
で
見
う
け
ら
れ
る

な
ど
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
=

寺
品
し
た
。

写
真
八
出
品
物
の
一
部

V
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新
年
名
刺
交
換
会
の

申
込
み

例
年
ど
お
り
新
年
の
名
刺

交
換
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
お

こ
な
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

会
費
三
百
円
を
添
え
て
、
十

一
月
三
十
日
ま
で
に
総
務
課

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

マ
日
時
昭
和
四
十
四
年

一
月
一
日
午
前
十
一

時

マ

場

所

市

民

会
館

市
長
選
挙
に
関
す
る

説
明
会
の
開
催

ト
l
a

十
二
月
七
日
執
行
予
定
の

こ

市

長

選
挙
に
お
け
る
立
候
補

ふ
'r
，

政市村大

予
定
者
お
よ
び

そ
の
関
係
者
を

対
象
に
、
立
候

補
届
出
の
方
法

選
挙
運
動
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
日
時
十
一
月
十
二
日

午
後
二
時

マ
場
所
市
役
所
大
会
議
室

な
お
、
立
候
補
届
出
用
紙

な
ど
は
当
日
会
場
で
お
渡
し

す
る
予
定
で
す
。

.. 長
崎
県
お
よ
び
建
設

省
産
業
開
発
青
年
隊

々
員
の
募
集

〔
長
崎
県
産
業
開
発
青
年
隊
〕

マ
応
募
資
格
長
崎
県
出
身

者
で
、
将
来
主
と
し
て
長

崎
県
の
建
設
事
業
に
従
事

し
よ
う
と
す
る
満
十
八
才

か
ら
二
十
三
才
ま
で
の
独

身
者
で
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

(
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
)

マ
募
集
人
員

マ
募
集
期
限

日
ま
で

三
十
名

十
一
月
三
十

マ
試
験
期
日
昭
和
四
十
四

年
一
月
末
頃

な
お
、
同
時
に
建
設
省
産

業
開
発
青
年
隊
員
も
募
集
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

い
づ
れ
も
く
わ
し
い
こ
と

は
、
長
崎
県
建
設
技
術
セ
シ

タ
1
(電
話
大
村
四
一
三
一
)

ま
た
は
県
土
木
部
監
理
課

(
電
話
長
崎
二
二

t
一
一
一

一
〉
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

競
艇
新
人
選
手
の
募
集

マ
応
募
資
格
高
校
卒
業
程

(3) 

一一計量器の定期検査一一

本年度の計量器定期検査を、つぎ

のとおりおこないます。 商売の取引

に用いている計量器は、もれなく検

査をうけてください。なお、事前調

査用紙を提出されていない方は、至

急商工観光課または出張所へ提出し

てください。

度
以
上
の
学
力
を
有
す
る

満
半
八
才
以
上
二
十
五
才

未
満
の
男
女
(
視
力
一
、

O
以
上
、
体
重
五
十
五
キ

ロ
程
度
)

な
お
、
同
時
に
審
判
員
と

検
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
は
高
校
卒
業
以
上
の

官二手.-一一三=る
A

，.==-7.
。-=z一一φ
・-手一一

市
民
相
談
室
の
ご
案
内

市
民
相
談
室
は
、
市
の
行

政
に
つ
い
て
の
要
望
、
苦
情

意
見
な
ど
の
ほ
か
、
身
近
か

な
民
事
、
家
庭
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
相
談
を
お
う
け
し

て
問
題
の
解
決
を
は
か
る
た

め
に
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

v--=z一
7

・vAZ--φ
・4

一一--一7

・・
e-Z-6
・

実施期日 実施場所 時 間

11月4日 松原出張所 10..0.0.-15.0.。
5日 西大村出張所 10.0.0.-15. 0.0. 
6日 〆ノ 10.0.0.-15.0.0. 
7日 市 役 所 10.0.0.-15.0.。
8日 市民会館別館入口 10.0000 ~15.00 
9日 福重出張所 10.~12.。0。0 
11日 竹松出張所 10.00.-15. 

12日
萱瀬 出張所 10..30.-12.0.0 
農協萱瀬芳一支所 13.30-15.00 

13目
三浦出張所 10.30-12.0.。
鈴田 出 張 所 13. 0.0.-15; 0.。
東 浦 病 院 10..00-12.0.0

14日 国立病院 l!日0.0.-15∞
15日市 役所 10.0.0-15.0.0 

..-明』 ー .---‘ 回 国晶 守主 - - - ---. ---- -- -- _ .-

程日査検

学
力
が
あ
る
満
二
十
一
才

以
上
三
十
才
未
満
の
男
子

く
わ
し
い
こ
と
は
県
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
定
会
ま

た
は
事
業
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

ヲ"c'
.x. 

通

告リ

限

マ
シ

ホ
l
h
N
お
よ
び
電
話

管
路
線
埋
没
の
た
め
、
つ

ぎ

の
と
お
り
交
通
制
限
を
し
ま

す。マ

区

間

大

村
電
報
電
話
局

前
か
ら
前
島
旅
舘
前
を
左

折
し
水
主
町
か
ら
国
道

(
日
本
石
油
前
)
ま
で
の
間

マ
禁
止
お
よ
び
制
限
一
部

全
面
交
通
止
、
一
部
片
側

交
通
止

、

マ
期
間
十
月
二
十
五
日
か

ら
十
二
月
二
十
日
ま
で

年
賀
は
が
き

十
一
月
八
日
に
発
売

年
賀
は
が
き
が
、
十
一
月

八
日
午
前
八
時
か
ら
一
斉
に

発
売
さ
れ
ま
す
。
早
自
に
貝

い
も
と
め
て
く
だ
さ
い
。

実
弾
射
撃
予
定
(
日
月
中
〉

池
田
射
撃
場

圃圃園田

四
日

i
九
日

十
一
日

t
十
六
日

十
八
日

l
二
十
三
日

三
十
王
日

I
二
十
九
日
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市
で
は
、
市
内
の
九
金
融

機
関
に
資
金
を
預
託
し
て
、

中
小
企
業
者
に
対
す
る
年
末

の
運
転
資
金
な
ら
び
に
設
備

資
金
を
貸
し
付
け
、
事
業
経

営
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め

つ
、
ぎ
の
と
お
り
、
中
小
企
業

振
興
資
金
第
三
次
融
資
の
受

1士重に 長崎国 体の歌
~=約95 第μ回国体長崎県実行委員会選定

A 'lTIf~ー一一十一千\ ~一一一一一一~\v ~ 
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の ち すも一一一一一むがさきのあきょ うつ

治、 ら ヰっく な Jがう きグコそ らよ fこく

り で -，. ι なが さき のっち ょ 一一一一ーもつ

A 一一一一¥ ¥.1 1---ーで一一一¥ 九叫
4 十 r-~ ， r; ~ ÞÇ:三二三三王寺~~二手二土芋二=一一一→

， If I If' 

< L < きよ く 一一一一一一わ か きゅ めー一一一一ー

ましくつよく えら lよれ T

まじくかた く 7 を と リ 7 一一一一一一
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手蓋

李主

付
け
を
お
こ
な
い
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
早
目
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
居
舗
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
同
一
業

種
を
引
き
続
き
一
年
以
上

経
営
し
て
い
る
中
小
企
業

⑮ 
ムピわ

さ
J

5

4

立

命

孟

者
で
、
信
用
保
証
協
会
の

対
象
業
種
と
し
、
市
税
を

完
納
し
て
い
る
者
。

マ
資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、
旧
債
返
納
金
に

は
充
当
で
き
な
い
。

マ
融
資
限
度
七
十
万
円
以

歌制定の由来

昭
和
四
十
年
九
月
、
全
国
に
公
募
さ
れ
、
約
五
百
点
の

中
か
ら
、
田
島
す
え
子
さ
ん
(
東
長
崎
中
教
諭
)
の
作
品
を

え
ら
び
、
歌
詞
審
査
員
が
補
作
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
に

決
定
し
ま
し
た
。
作
曲
は
中
央
の
作
曲
家
に
依
頼
し
、
県

実
行
委
員
会
で
昭
和
四
十
一
年
十
月
決
定
し
た
も
の
で
す

わ
た
る
風
ひ
か
る
雲
い
の
ち
澄
む

長
崎
の
朝
ょ
う
つ
く
し
く

き
よ
く
若
き
夢

い
ま
こ
と
に
集
う
わ
れ
ら

あ
あ
長
崎
長
崎
国
体

あ
が
る
旗
燃
え
る
炎
ち
か
ら
湧
く

長
崎
の
空
よ
た
く
ま
し
く

つ
よ
く
え
ら
ば
れ
て

い
ま
わ
ざ
を
競
う
わ
れ
ら

あ
あ
長
崎
長
崎
国
体

近
き
友
達
き
友

寄
り
て
踏
む
長
崎
の
地
よ

む
つ
ま
じ
く
か
た
く

手
を
と
り
て

い
ま
こ
こ
に
歌
う
わ
れ
ら

あ
あ
長
崎
長
崎
国
体

戸
佐

あ

あ

あ

ノ

マ
期 内
間

マ
受
付
期
間
十
一
月
五
日

よ
り
十
一
月
十
五
日
ま
で

た
だ
し
、
融
資
枠
に
達
し

た
場
合
は
受
付
け
を
締
切
り

ま
す
。な

お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

商
工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
r

運
転
H

一
年
以
内

設
備
U

二
年
以
内

マ
利
率
日
歩
二
銭
二
厘
別

に
信
用
保
証
料
と
し
て
三

厘
五
毛

t
四
厘

マ
申
込
所
商
工
会
議
所

市
内
金
融
機
関

朝
夕
は
め
っ
き
り
寒
く
な
い
始
め
ま
す
が
、
石
油
ス
ト

り
ま
し
た
。
暖
か
い
室
は
家

I
ブ
は
使
う
前
に
十
分
点
検

族
の
団
ら
ん
の
場
で
す
が
日
し
、
油
も
れ
や
、
い
た
ん
だ

本
の
家
屋
は
、
と
も
す
る
と
と
こ
ろ
を
完
全
に
な
お
し
て

す
き
間
風
が
ふ
き
ぬ
け
ま
ず
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う

ま
ず
、
す
き
間
風
を
ふ
せ
ぐ
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
体

工
夫
を
こ
ら
し
て
く
だ
さ
い
が
ま
だ
寒
さ
に
な
れ
き
れ
な

日

の

あ

た

ら

い

た

め

、

よ

け

な
い
室
が
あ
っ
一

1

砂
刷
守
司
効
昨
防
一
い
に
寒
さ
を
感

た
ら
、
暖
房
の
一
戸
以
以
対
話
詔
一
じ
ま
す
。
気
温

工
夫
を
し
、
冬
一

h
i
-
-
j
に

応

じ

た

ま

中

を

た

の

し

く

一

本

す

一

た

を

し

て

、

か

渦

ご

す

研

究

を

ぜ

を

ひ

き

こ

ま

し

て

み

ま

し

ょ

う

。

な

い

よ

う

注

意

し

ま

し

ょ

う

ふ
す
ま
や
障
子
の
張
り
か
畑
仕
事
や
、
外
で
仕
事
を

え
は
、
十
二
月
に
な
っ
て
か
す
る
家
族
の
た
め
の
衣
類
に

ら
で
は
お
そ
す
ぎ
ま
す
。
十
は
意
を
配
り
ま
し
ょ
う
勺
と

一
月
中
に
す
ま
せ
て
お
き
た
く
に
下
着
類
に
は
保
温
性
の

い

も

の

で

す

。

あ

る

も

の

を

準

備

し

て

あ

げ

暖
房
器
具
も
ぽ
つ
ぽ
つ
使
ま
し
ょ
う
。
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